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各 位 
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代表者名 代表取締役 猿橋 健蔵 
(コード番号：3851 東証スタンダード市場) 
問合わせ先 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

令和 7 年 5 月 9 日に公表しました令和 8 年 3 月期（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日）

の通期業績予想につきまして、下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
1．令和 8 年 3 月期 第 2 四半期累計業績予想（連結・個別） 

（1）令和 8 年 3 月期 第 2 四半期連結累計期間（令和 7 年 4 月 1 日～令和 7 年 9 月 30 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回予想（Ａ） 1,569 △152 △84 △81 △16 円 09 銭 

今回修正（Ｂ） 1,396 △264 △254 △237 △47 円 01 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △173 △112 △170 △156 ― 

増減率 △11.0% ― ― ― ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 7 年 3 月期 

第 2 四半期) 

2,447 △205 △136 △171 △33 円 98 銭 

 
（2）令和 8 年 3 月期 第 2 四半期個別累計期間（令和 7 年 4 月 1 日～令和 7 年 9 月 30 日） 

                                  （単位：百万円） 

  売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
１株当たり 

中間純利益 

前回予想（Ａ） 584 37 34 6 円 79 銭 

今回修正（Ｂ） 429 △179 △169 △33 円 48 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △155 △217 △203 ― 

増減率 △26.5% ― ― ― 

 

 

 



- 2 - 

 

 
2．令和 8 年 3 月期 通期連結業績予想（連結・個別） 

（1）令和 8 年 3 月期 通期連結累計期間（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 4,947 192 325 188 37 円 17 銭 

今回修正（Ｂ） 4,774 81 154 31 6 円 25 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △173 △111 △170 △156 ― 

増減率 △3.5% △57.8% △52.6% △83.5% ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 7 年 3 月期) 

5,299 △274 △75 △157 △31 円 08 銭 

 
（2）令和 8 年 3 月期 通期個別累計期間（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

                                  （単位：百万円） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 1,236 99 82 16 円 29 銭 

今回修正（Ｂ） 1,081 △118 △121 △23 円 97 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △155 △217 △203 ― 

増減率 △12.5% ― ― ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 7 年 3 月期) 

1,419 △218 △382 △75 円 64 銭 

 
3．業績予想修正の理由 

他社タイトルの受託開発について、当初想定していた開発期間を超過することとなり、当社と

しては経営資源を新規 IP（知的財産）の創出に投入することが適切であると判断し、他社との

契約を見直すこととなりました。 

本受託開発の会計処理は工事進行基準を適用しており、進捗度に基づき収益および費用を計

上しておりますが、今回の契約見直しにより予想の修正が必要となりました。 

その結果、売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益を前回予想よ

りも下回る予想としました。 

 

（注）上記予想は、本資料発表日現在における入手可能な情報に基づいて作成したものであり、 

実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上  


